
JP 2012-235677 A 2012.11.29

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】効率的な太陽光発電所を実現するためにＰＶモ
ジュールに付随する分散型ｄｃ－ｄｃコンバータの切り
替えを調整するためのシステムおよび方法を提供する。
【解決手段】分散型太陽光（ＰＶ）発電所５０が、複数
の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ５４を備えている。ｄｃ
－ｄｃコンバータ５４は、少なくとも１つのｄｃ－ｄｃ
コンバータ５４が１または複数の対応するＰＶモジュー
ル・ストリングから入手できる全システム電力に基づい
て共通のｄｃ－バスに電力を伝達するように、互いに調
整して切り替わるように構成されている。ｄｃ－ｄｃコ
ンバータ５４の調整された切り替えによって、共通のｄ
ｃ－バスに電力を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータ５４
は継続的にその最適効率範囲内で動作するとともに最大
電力点追従を最適化して、ＰＶ発電所５０のエネルギー
収量を増加させる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）であって、
　１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）と、
　少なくとも１つのＰＶモジュール・ストリングであって、
　各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が少なくとも１つの対応するＰＶモジュール・ストリ
ングから電力を受け取り、
　少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が、その対応するＰＶモジュール・ス
トリングのそれぞれから入手できる全システム電力に基づいて共通のｄｃ－バス（５８）
に電力を伝達するように構成され、その伝達が、前記共通のｄｃ－バス（５８）に電力を
伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が継続的にその最適効率範囲内で動作して前記
ＰＶ発電所（５０）のエネルギー収量を増加させるように、行なわれるように、構成され
る、ＰＶモジュール・ストリングと、を備えるストリング・レベル最大電力点分散型太陽
光（ＰＶ）発電所（５０）。
【請求項２】
　少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、対応するａｃ－ｄｃコンバータと
ともに、２段階の中央インバータをもたらすように構成されている請求項１に記載の発電
所（５０）。
【請求項３】
　対応するａｃ－ｄｃコンバータとともに２段階の中央インバータをもたらすように構成
される各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、交互配置バック・ブースト・ストリング・コ
ンバータ・トポロジを含む請求項２に記載の発電所（５０）。
【請求項４】
　前記１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）と前記少なくとも１つのＰＶモジュ
ール・ストリングとは、全体として、ＰＶモジュール・ストリング結合器分散構造をもた
らすように構成される請求項１に記載の発電所（５０）。
【請求項５】
　前記１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）と前記少なくとも１つのＰＶモジュ
ール・ストリングとは、全体として、ＰＶモジュール・ストリング分散構造をもたらすよ
うに構成される請求項１に記載の発電所（５０）。
【請求項６】
　少なくとも１つの結合器ボックス（５２）をさらに備え、
　各結合器ボックス（５２）は、
　少なくとも１つのローカル制御ユニット（５１）であって、各ローカル制御ユニット（
５１）は、外部通信バスを介して受け取ったコマンドに基づいて前記１または複数のｄｃ
－ｄｃコンバータから選択される単一のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）を制御するように
構成される、少なくとも１つのローカル制御ユニット（５１）と、
　ローカル制御ユニット（５１）間の通信をもたらすように構成されたローカル・データ
・バスであって、各ローカル制御ユニット（５１）が、その対応するｄｃ－ｄｃコンバー
タ（５４）の動作を選択および制御するように構成され、その選択および制御が、少なく
とも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）がその対応するＰＶモジュール・ストリングの
それぞれから入手できる前記全システム電力に基づいて共通のｄｃ－バスに電力を伝達す
るように、さらに前記共通のｄｃ－バスに電力を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４
）が継続的にその最適効率範囲内で動作して前記ＰＶ発電所（５０）の前記エネルギー収
量を増加させるように、行なわれるように、構成される、ローカル・データ・バスと、を
備える請求項１に記載の発電所（５０）。
【請求項７】
　各結合器ボックス（５２）は、中央制御ユニット（８４）であって、前記中央制御ユニ
ット（８４）を介して与えられるコマンドに基づいて前記ローカル制御ユニット（５１）
の動作を制御するように構成された中央制御ユニット（８４）をさらに備える請求項６に
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記載の発電所（５０）。
【請求項８】
　少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、交互配置バック・ブースト・スト
リング・コンバータ・トポロジを含む請求項１に記載の発電所（５０）。
【請求項９】
　ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）であって、複数の
分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）を備え、前記複数の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ（
５４）は、互いに調整して切り替わるように構成され、その切り替わりが、少なくとも１
つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が１または複数の対応するＰＶモジュール・ストリン
グから入手できる全システム電力に基づいて共通のｄｃ－バスに電力を伝達するように、
さらに前記共通のｄｃ－バスに電力を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が継続的
にその最適効率範囲内で動作して前記ＰＶ発電所（５０）の前記エネルギー収量を増加さ
せるように、行なわれるように、構成される、ストリング・レベル最大電力点分散型太陽
光（ＰＶ）発電所（５０）。
【請求項１０】
　複数の機械または半導体スイッチ（５３）と、
　複数のローカル制御器（５１）または中央制御ユニット（８４）であって、前記複数の
機械または半導体スイッチ（５３）が、前記複数のローカル制御器（５１）または前記中
央制御ユニット（８４）から受け取る信号に応答して前記ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）
間の電力フローを制御するように構成される、複数のローカル制御器（５１）または中央
制御ユニット（８４）と、をさらに備える請求項９に記載のＰＶ発電所（５０）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、米国エネルギー省の支援により契約番号ＤＥ－ＥＥ００００５７２のもとで
なされた。政府は本発明において一定の権利を有する。
【０００２】
　本発明は一般的に、太陽光（ＰＶ）発電所に関し、より詳細には、非常に効率的な太陽
光発電所を実現するようにＰＶモジュールに付随する分散型ｄｃ－ｄｃコンバータの切り
替えを調整するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ＰＶ発電所アーキテクチャは、従来の中央インバータ・システムから図１～４に示すよ
うな完全分散型システムまで、複数の形態をなす。図１～４に示す完全分散型システムは
すべて、複数のｄｃ－ｄｃ電力コンバータを有していると考えることができる。たとえば
、図１に例示するのは、２段階の中央インバータ１２を用いるＰＶ発電所アーキテクチャ
１０である。図２に例示するのは、ストリング結合器分散のｄｃ－ｄｃコンバータ２２を
用いるＰＶ発電所アーキテクチャ２０である。図３に例示するのは、ストリング分散のｄ
ｃ－ｄｃコンバータ３２を用いるＰＶ発電所アーキテクチャ３０である。図４に例示する
のは、モジュール・レベル分散のｄｃ－ｄｃコンバータ４２を用いるＰＶ発電所アーキテ
クチャ４０である。
【０００４】
　電力コンバータは、その動作電力の範囲上で高効率を有するようにデザインされている
。電力コンバータ動作をこの電力範囲内に維持すると、著しいエネルギー節約につながる
。ＰＶモジュールは、その動作時間のほとんどの間、その定格電力にはない。したがって
、それに付随するｄｃ－ｄｃコンバータ段は、常に部分負荷で動作し、多くの場合は軽負
荷である。うまくデザインされた電力コンバータは、広い負荷範囲に渡って比較的一定の
高効率を有する。しかし、入力電力に対してコンバータ損失の占める割合が、この電力レ
ベルが小さくなるにつれて大きくなり、結果として、これらのコンバータの軽負荷時の効
率は急激に低下する。
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【０００５】
　前述したような分散型ＰＶ発電所アーキテクチャには、発電所のエネルギー収量が増加
するという利点がある。たとえば、分散型ＰＶ発電所アーキテクチャは運転柔軟性が高い
。なぜならば、複数のｄｃ－ｄｃまたはｄｃ－ａｃコンバータを利用することができ、こ
れらを制御して同時に動作し発生電力を共有するようにすることもできるし、または必要
に応じて切り替えて入れおよび外すこともできるからである。分散型ＰＶ発電所アーキテ
クチャは、エネルギー収量および運転柔軟性は高まるが、やはり、ＰＶ発電所において部
分負荷および／または軽負荷において電力変換効率が低いという難点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第７，３３９，２８７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述したことを考慮すると、たとえば、日陰、汚れ、不整合、過渡事象などに起因する
損失の影響を軽減する非常に効率的な太陽光発電所を実現するようにＰＶモジュールに付
随する分散型ｄｃ－ｄｃコンバータを動作させる方法が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施形態によれば、ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所が、
１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータと、少なくとも１つのＰＶモジュール・ストリング
であって、各ｄｃ－ｄｃコンバータは少なくとも１つの対応するＰＶモジュール・ストリ
ングから電力を受け取り、少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータは、その対応するＰＶ
モジュール・ストリングのそれぞれから入手できる全システム電力に基づいて共通のｄｃ
－バス（５８）に電力を伝達するように構成され、その伝達が、共通のｄｃ－バス（５８
）に電力を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータが継続的にその最適効率範囲内で動作してＰ
Ｖ発電所（５０）のエネルギー収量を増加させるように、行なわれるように、構成される
、ＰＶモジュール・ストリングと、を備えている。
【０００９】
　別の実施形態によれば、ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所を
動作させる方法が、１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータを用意することであって、各ｄ
ｃ－ｄｃコンバータは少なくとも１つの対応するＰＶモジュール・ストリングから電力を
受け取る、用意することと、１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータのうちの少なくとも１
つから共通のｄｃ－バスに電力を伝達して、共通のｄｃ－バスに電力を与える各ｄｃ－ｄ
ｃコンバータから伝達される電力がその対応するＰＶモジュール・ストリングのそれぞれ
から入手できる全システム電力に基づくようにし、さらに共通のｄｃ－バスに電力を伝達
する各ｄｃ－ｄｃコンバータが継続的にその最適効率範囲内で動作してＰＶ発電所のエネ
ルギー収量を増加させるようにする、伝達することと、を含む。
【００１０】
　さらに別の実施形態によれば、ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発
電所が、複数の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータを備え、複数の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ
は、少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータが１または複数の対応するＰＶモジュール・
ストリングから入手できる全システム電力に基づいて共通のｄｃ－バスに電力を伝達する
ように、さらに共通のｄｃ－バスに電力を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータが継続的にそ
の最適効率範囲内で動作してＰＶ発電所のエネルギー収量を増加させるように、互いに調
整して切り替わるように、構成されている。
【００１１】
　本発明のこれらおよび他の特徴、態様、および優位性は、以下の詳細な説明を添付図面
を参照して読むことでより良好に理解される。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】２段階の中央インバータを用いるＰＶ発電所アーキテクチャを例示する図である
。
【図２】ストリング結合器分散のｄｃ－ｄｃコンバータを用いるＰＶ発電所アーキテクチ
ャを例示する図である。
【図３】ストリング分散のｄｃ－ｄｃコンバータを用いるＰＶ発電所アーキテクチャを例
示する図である。
【図４】モジュール・レベル分散のｄｃ－ｄｃコンバータを用いるＰＶ発電所アーキテク
チャを例示する図である。
【図５】一実施形態による選択的なコンバータ切り替えを伴って動作するストリングごと
の単一のｄｃ－ｄｃコンバータを有する分散型ＰＶアーキテクチャを例示する図である。
【図６】中央と、ストリングごとの分散型ｄｃ－ｄｃコンバータと、一実施形態による調
整された切り替えを伴うストリングごとの分散型ｄｃ－ｄｃコンバータとの間での効率比
較を例示するグラフである。
【図７】一実施形態による複数の異なるストリング・コンバータに対するグローバルＭＰ
Ｐスイープの順序を例示するタイミング図である。
【図８】一実施形態による結合器ボックスごとに中央制御器を伴う選択的に切り替えられ
るストリング・コンバータのグループを例示する図である。
【図９】一実施形態による交互配置バック・ブースト・ストリング・コンバータ・トポロ
ジを例示する図である。
【図１０】一実施形態による異なるレベルの入力電力における図９に示す交互配置バック
・ブースト・ストリング・コンバータの動作および効率を例示する図である。
【図１１】従来の２段階の中央ＰＶインバータ・トポロジを例示する図である。
【図１２】一実施形態による図１１に示す２段階の中央ＰＶインバータのｄｃ－ｄｃ段の
調整された切り替えを例示する図である。
【図１３】一実施形態による図１２に示す調整された切り替えを伴って動作するｄｃ－ｄ
ｃ段を有する２段階の中央ＰＶインバータに対する効率曲線を例示するグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　前述した図面では特定の実施形態を示しているが、本発明の他の実施形態も考えられる
ことは、説明の中で述べたとおりである。すべての場合において、本開示では、本発明の
例示した実施形態を、代表として示しており、限定としてではない。当業者であれば多数
の他の変更および実施形態を考案することができ、これらは本発明の原理の範囲および趣
旨に含まれるものである。
【００１４】
　本明細書で説明する実施形態によって、太陽光発電所の電力変換効率が、ＰＶモジュー
ルから発生した電力を取り扱うのに十分なある数のｄｃ－ｄｃコンバータをそれらが最高
効率の動作領域で動作する間に選択的に動作させることによって、増加する。なぜならば
、各コンバータから見る処理すべき入力電力が、すべてのコンバータが常に動作している
場合よりも高いからである。結果として、個々の動作コンバータの効率は、より広い範囲
の総入力電力に渡って、より高い値に留まる。
【００１５】
　ＰＶ発電所アーキテクチャは、従来の中央インバータ・システムから、図１～４を参照
して本明細書で説明するような完全分散型システムまで、複数の形態をなす。図２～４に
示すＰＶ発電所アーキテクチャはすべて、複数のｄｃ－ｄｃコンバータを有すると考える
ことができる。コンバータの選択動作は、図４に例示したようなモジュール・レベル分散
の場合には適用できなくなる。なぜならば、付随するモジュールの総シャットダウンにつ
ながり得るからであり、これは、発電所エネルギー収量を最大にするという望ましい結果
と矛盾するものである。コンバータの選択動作は、他の場合には、図２～３に例示したよ
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うな完全分散型ＰＶ発電所アーキテクチャに対して適用することができる。
【００１６】
　ＰＶストリングに接続したＤｃ－ｄｃコンバータを、図５に示すようなストリングに対
する中心位置に配置したストリング結合器ボックス５２内で積み重ねることができる。図
５は、一実施形態による選択的なコンバータ切り替えを伴って動作するストリングごとの
単一のｄｃ－ｄｃコンバータ５４を有する分散型ＰＶアーキテクチャ５０を例示するもの
である。電力フローは、スイッチ５３の組によって制御される。スイッチは、半導体デバ
イスとすることもできるし、または機械スイッチとすることもできる。各ストリングの端
子５６は結合器ボックス５２へと通じている。ストリングから供給される電力量に基づい
て、十分な数のｄｃ－ｄｃコンバータ５４が動作して、対応するｄｃ－バス５８に電力を
伝達する、すなわち、部分負荷の場合には、一部のコンバータ５４を切り替えて外し、複
数のストリングを並列に接続して、図５に示したような他のコンバータ５４に供給する。
【００１７】
　一実施形態によれば、複数のストリングが各動作コンバータ５４に接続されているとき
に、ローカル制御器５１は、コンバータ５４間の適切な電流共有を確実にするように動作
する。等しい電流共有を伴って部分電力を処理するストリング・レベル・コンバータのシ
ステムの効率は、適切な数のコンバータ５４の調整された切り替えを用いたときに、ｄｃ
－ｄｃコンバータ５４のストリングを独立に動作させた場合と比べて著しく向上する。さ
らに、調整された切り替えによって、中央の高出力ｄｃ－ｄｃコンバータと比べたときに
、軽負荷において改善が得られる。中央の高出力ｄｃ－ｄｃコンバータは、依然として高
負荷状態においてわずかにより高い効率を維持している。
【００１８】
　図６は、中央と、ストリングごとの分散型ｄｃ－ｄｃコンバータと、一実施形態による
調整された切り替えを伴うストリングごとの分散型ｄｃ－ｄｃコンバータとの間の効率比
較を例示するグラフ６０である。この実施形態には、１４のストリングからなる組が含ま
れ、それぞれ定格は３ｋＷｐであり、ストリング結合器に接続されることで、全部で４２
ｋＷｐを実現している。結果の示すところによれば、調整された切り替えを伴うストリン
グ・コンバータは、ＰＶパネルの出力がその定格電力の５０％を下回ったところでシステ
ム効率の向上を示し始めており、この向上は、電力が低くなるにつれて著しく増加する。
さらに、選択的に切り替えられたｄｃ－ｄｃコンバータは、この電力を処理する中央ｄｃ
－ｄｃコンバータよりも、発電容量の約２５％未満において優れていることを見ることが
できる。
【００１９】
　ｄｃ－ｄｃコンバータへの入力電力フローは、ある数のスイッチによって制御される。
これらのスイッチ（機械スイッチまたは半導体スイッチであっても良い）は、電力コンバ
ータの内部または外部とすることができる。図９および１２のような交互配置トポロジに
おけるコンバータ・スイッチも、交互配置ｄｃ－ｄｃコンバータのチャンネル間の電力フ
ローを制御する仕方で調整することができる。これらのスイッチに対する制御信号は、ロ
ーカル制御器または中央制御ユニットを通して与えることができる。図９および１２にお
けるトポロジ以外に、調整された切り替えを、任意の数のチャンネルを伴う任意の交互配
置ｄｃ－ｄｃコンバータ・トポロジに、同様の方法で適用することができる。
【００２０】
　一実施形態によれば、本明細書で説明する原理によるストリング・コンバータのチーム
動作によって、グローバル最大電力点（ＭＰＰＴ）検索の調整が可能となるため優位であ
る。中央ｄｃ－ｄｃコンバータを用いてグローバルＭＰＰＴ検索を行なうと、スイープの
時間中に著しい電力低下が生じる。これを複数の小さい電力低下に変換することが、ＭＰ
ＰＴ検索を個々のコンバータ上で行なって、ストリング・コンバータのチーム動作を用い
る発電所アーキテクチャに対して総発電所発生が著しく影響されないようにした場合に、
可能である。一実施形態によれば、中央制御器を用いて、中央制御器の制御対象であるす
べてのコンバータに対して、時間シフト・グローバルＭＰＰＴスイープを実施することが
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できる。図７は、一実施形態による複数の異なるストリング・コンバータに対するグロー
バルＭＰＰＴスイープのタイミングを例示するタイミング図７０である。
【００２１】
　図８に、図７を参照して本明細書で説明したような時間シフト・グローバルＭＰＰＴス
イープを実施するのに適した一実施形態による、結合器ボックス８２ごとの中央制御器お
よび電力フロー配向スイッチ８３を伴う調整された切り替えストリング・コンバータを例
示する。望ましい中央制御を、一実施形態による図５に例示したような発電所レベルで実
施することもできるし、または図８に示すようなローカル・コンバータ制御器８６と通信
する各結合器ボックス８２内に配置された制御器８４によって実施することもできる。
【００２２】
　図９に、一実施形態による調整された切替処理で用いるのに適した交互配置バック・ブ
ースト・ストリングｄｃ－ｄｃコンバータ・トポロジ９０を例示する。切替周波数と動作
チャンネル数との全体によって、各チャンネル切替パルス間の遅延が決定される。この動
作の結果、望ましいより高い部分負荷効率特徴が得られる。
【００２３】
　図１０に、図９に示す交互配置バック・ブースト・ストリング・コンバータ９０の動作
段および結果として生じる部分負荷効率特徴を、１．７５ｋＷ電力定格の３つのチャンネ
ルに分割される５．２５ｋＷコンバータに対する異なるレベルの入力電力において例示す
る。
【００２４】
　図１１に、従来の２段階の中央ＰＶインバータ・トポロジ１１０を例示する。図１２に
、一実施形態による図１１に示す２段階の中央ＰＶインバータのｄｃ－ｄｃ段のチーム動
作を例示する。より具体的には、本明細書で前述した同じ切り替え調整の考え方および原
理を、従来の２段階の中央ＰＶインバータ・トポロジ１１０に適用することができる。こ
のような適用は、図１３の一実施形態に対して例示するような広い負荷範囲に渡って全体
的なコンバータ効率が増加するように、入力ブースト・コンバータ１２０のいくつの脚を
動作させるかを体系統的に選択することによって、行なうことができる。
【００２５】
　図１３は、一実施形態による、図１２に示す調整された切り替えｄｃ－ｄｃ段１２０を
伴う２段階の中央ＰＶインバータに対するｄｃ－ｄｃ段部分の効率曲線を例示するグラフ
１３０である。２段階の中央ＰＶインバータとして、ｄｃ－ｄｃ段１２０の１つの脚をも
ちいるもの、ｄｃ－ｄｃ段１２０の２つの脚を用いるもの、およびｄｃ－ｄｃ段１２０の
３つの脚を用いるものの動作を示す。切り替え調整を用いたｄｃ－ｄｃ段１２０の効率が
、入力電力がＰＶ発電所の定格発生の約７０％を下回るところで、従来の動作技術を用い
たｄｃ－ｄｃ段１２０の効率を超えることを見ることができる。
【００２６】
　本明細書で説明した原理による分散型ｄｃ－ｄｃコンバータの調整された切り替えによ
って、ＰＶ発電所のｄｃ変換段に対して、高くて一定の全体効率曲線が得られるため優位
である。
【００２７】
　さらに、本明細書で説明したような分散型ｄｃ－ｄｃコンバータの調整された切り替え
によって、調整されたＭＰＰＴグローバル検索を、それらがすべて同時に一致することが
ないように行なうことができるため優位であり、その結果、ＰＶ発電所出力電力の著しい
低下が生じることを防止し、また個々のグローバル検索を行なう時間を短くすることがで
きる。ローカルＭＰＰＴ検索については、集中させることもできるし、または各ｄｃ－ｄ
ｃコンバータに対して独立に行なうこともできる。
【００２８】
　本明細書で説明した考え方および原理は、交互配置または平行配置の入力ｄｃ－ｄｃ段
を取り入れている２段階のソーラー・インバータに対して拡張することができる。さらに
、図２に示すような中央インバータに供給されるマルチ・ストリングｄｃ－ｄｃコンバー
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に従って調整された切り替えにより動作させることもできる。
【００２９】
　本明細書で説明した調整された切り替えの考え方および原理によって得られる他の優位
性としては、限定することなく、１）分散型システムに対するモニタリングおよび診断能
力を向上させることと、２）ｄｃ－ｄｃコンバータごとの動作時間を平均して低減するこ
ととが挙げられ、その結果、発電所に渡ってコンバータの寿命が全体的に延びる。なぜな
らば、発生電力を取り扱うのに十分なある数のｄｃ－ｄｃコンバータのみが発電所の動作
に必要となるからである。ｄｃ－ｄｃコンバータを起動および停止させる順序を周期的に
変えることも、ＰＶ発電所の全体に渡ってすべてのコンバータの寿命を均一に延ばすこと
に役立つ。
【００３０】
　要約して言えば、本明細書では、非常に効率的な太陽光（ＰＶ）発電所に対する分散型
ｄｃ－ｄｃコンバータの切り替え調整について説明した。一実施形態によれば、ＰＶ発電
所は、限定することなく、１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータと、少なくとも１つのＰ
Ｖモジュール・ストリングとを、備えていても良い。各ｄｃ－ｄｃコンバータは、少なく
とも１つの対応するＰＶモジュール・ストリングから電力を受け取る。少なくとも１つの
ｄｃ－ｄｃコンバータは、各対応するＰＶモジュール・ストリングから入手できる全シス
テム電力に基づいて共通のｄｃ－バスに電力を伝達することを、共通のｄｃ－バスに電力
を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータが継続的にその最適効率範囲内で動作してＰＶ発電所
のエネルギー収量を増加させるように行なうように、構成されている。
【００３１】
　本発明を種々の特定の実施形態に関して説明してきたが、当業者であれば分かるように
、本発明を請求項の趣旨および範囲内の変更を伴って実施することができる。
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